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市議会議員定数について
アンケートを行いました
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問 あなたの性別を教えてください。

男性197人（47％）

20代12人（3％）

自営業32人（8％） 団体職員20人（5％）サービス業15人（3％）

関心がない39人（9％）
無回答7人（2％）

30代
34人（8％）

会社員
75人（18％）

どちらかと言えば関心がある
146人（35％）

財政・福祉・教育など行政のチェック 270 人

177 人道路などの生活環境の改善や生活相談役

どちらかと言えば関心がない
133人（32％）

関心がある
95人（22％）

現状のままで良い
133人（31％）

わからない
45人（11％）

多いから減らしたほうが良い
226人（54％）

少ないので増やしたほうが良い8人（2％） 無回答8人（2％）

主婦
101人（24％）

その他
57人（13％）

無職
120人（29％）

40代
52人（12％）

50代
59人（14％）

60代
112人（27％）

70代
105人（25％）

80代以上
46人（11％）

女性221人（53％）

無回答2人（1％）

１

問 あなたの年齢を教えてください。２

問 あなたの職業を教えてください。３

問 あなたは市議会に関心がありますか。４

問 あなたが市議会議員に期待することはなんですか。（複数回答）５

問 留萌市の議員定数をどのように考えますか。６

議会や議員が何をしているかの情報発信 181 人

146 人市に対する政策提案など

　議会活性化推進特別委員会は、対象者1,000人に調査票を送付し、市議会議員定数に
ついてアンケートを行い、420人の方から回答をいただきました。質問項目のみならず、
多くの意見をいただきましたので、抜粋ではありますが、皆さんの声として掲載いたし
ます。また、ご協力をいただいた皆さんに心からお礼を申し上げます。

◎
ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
た

「
市
議
会
議
員
定
数
」
へ
の
声

を
ご
紹
介
し
ま
す（
一
部
抜
粋
）

●
他
市
と
比
較
す
る
と
妥
当
だ
と

思
え
る
。
し
か
し
、
今
後
も
人

口
減
少
す
る
の
で
、
財
政
を
考

え
る
と
、
一
〜
二
人
位
少
な
く

と
も
良
い
と
思
う
。

●
留
萌
市
も
財
政
難
な
の
で
、
議

員
定
数
減
に
つ
い
て
討
論
す
る

こ
と
も
良
い
と
思
う
。
議
員
の

中
に
は
、
何
を
し
て
い
る
の
か

ま
っ
た
く
分
か
ら
な
い
人
も
い

る
の
で
は
な
い
か
。
税
金
の
無

駄
遣
い
と
言
わ
れ
ぬ
よ
う
、
頑

張
っ
て
も
ら
い
た
い
。

●
民
間
企
業
で
す
ら
人
数
を
減
ら

さ
れ
、
仕
事
が
で
き
な
け
れ
ば

退
職
を
せ
ま
ら
れ
る
会
社
員
が

た
く
さ
ん
い
る
中
、
多
い
か
と

思
い
ま
す
。
本
当
に
何
人
の
議

員
が
留
萌
市
民
の
た
め
に
親
身

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

●
人
口
が
減
っ
て
き
て
い
る
の

で
、
議
員
定
数
を
三
人
位
減
ら

す
の
は
当
然
だ
と
思
う
。

●
市
民
の
代
表
と
し
て
選
ば
れ
て

い
る
の
で
、
た
だ
減
ら
せ
ば
い

い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
と
思

う
。

●
減
ら
す
な
ん
て
も
っ
て
の
ほ

か
。
も
っ
と
民
意
を
反
映
さ
せ

る
た
め
に
は
、
二
人
く
ら
い
増

や
し
て
も
良
い
。
減
ら
し
た
方

が
良
い
と
い
う
人
は
何
も
考
え

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

●
定
数
で
は
な
く
、
し
っ
か
り
と

し
た
目
標
を
持
っ
て
市
・
市
民

の
た
め
に
働
い
て
ほ
し
い
。

●
定
数
が
適
正
か
は
わ
か
ら
な
い

が
、
税
金
や
水
道
料
な
ど
の
高

い
留
萌
市
に
お
い
て
は
、
議
員

数
の
削
減
も
考
え
る
べ
き
余
地

が
あ
る
と
思
う
。

●
人
数
が
少
な
す
ぎ
る
と
、
市
民

の
声
が
な
か
な
か
届
か
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
市
の
財

政
が
大
変
な
ら
ば
、
十
四
人
位

の
議
員
に
よ
る
、
細
か
な
活
動

に
期
待
を
し
た
い
。

●
留
萌
市
の
人
口
減
少
に
よ
り
、

議
員
定
数
も
減
ら
し
た
方
が
い

い
と
思
う
。
実
際
、
留
萌
市
よ

り
人
口
の
多
い
美
唄
市
の
方
が

議
員
定
数
も
少
な
い
。
二
人
ほ

ど
減
ら
し
て
も
審
議
に
は
影
響

な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

●
も
っ
と
市
民
の
立
場
か
ら
、
生

活
に
密
着
し
た
問
題
を
解
決
す

る
努
力
を
し
て
ほ
し
い
。
ラ
ン

ダ
ム
に
市
民
の
声
を
聴
く
努
力

を
し
て
ほ
し
い
。

●
美
唄
市
か
ら
算
定
す
る
と
十
三

人
で
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

少
な
く
と
も
二
人
は
減
ら
し
て

も
良
い
と
思
う
。

　

多
く
の「
声
」を
お
寄
せ
い
た
だ

き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　アンケートの集計の結果、市議会議員の定数に関して、
「現状のままで良い」が133人（ 31％）、「少ないので増
やしたほうが良い」が８人（２％）、「多いから減らした
ほうが良い」が226人（ 54％）、「わからない」が45人
（ 11％）、「無回答」が８人（２％）という結果になりま
した。
　議員定数については、研修会、他市への視察、市民ア
ンケートなどに全委員で取り組み、第44回議会活性化
推進特別委員会で、アンケートをふまえ個々の議員の考
え方が示されましたが、意見の一致は図れず多数決によ
り結論を得ようとしたものの、過半数に達しなかったた
め、委員長の判断により「現状維持」となりました。

■調査対象者 留萌市に住民票を有する
20歳以上の市民から1,000
人を無作為に抽出、調査票
を郵送で送付および回収

■調査票発送日　７月１日㈫
■回 答 期 限　７月25日㈮
■発 送 件 数　1,000件
 （うち到達件数 993件）
■回 答 件 数　420件（回収率42.3％）

市議会議員定数についての
アンケート調査

市議会議員定数についてのアンケート結果

※端数処理のため、割合
(%) の合計が 100% にな
らない場合があります。
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平
成
26
年  

第
３
回
定
例
会

平
成
26
年  

第
３
回
定
例
会

珍
田
　
亮
子
　
議
員

（
萌
政
会
）

一
、
市
政
運
営　
　

二
、
留
萌
市
の
環
境
行
政

問
一 

毎
年
、
市
民
満
足
度
調
査

を
実
施
し
て
い
る
が
、
今
年
度
の

回
答
率
の
低
さ
、
老
後
の
暮
ら
し

に
八
十
五
％
の
市
民
が
不
安
を
感

じ
て
い
る
と
い
う
回
答
に
対
し
て

ど
の
よ
う
に
感
じ
、
施
策
に
結
び

つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

　

留
萌
市
の
長
期
計
画
の
策
定
、

実
施
、
評
価
、
見
直
し
な
ど
に
市

民
が
参
画
し
、
意
見
を
反
映
で
き

る
仕
組
み
作
り
が
必
要
と
考
え
る

が
、
市
民
参
加
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。答

一 

市
民
満
足
度
調
査
は
、
今

後
、
次
期
総
合
計
画
策
定
時
に
ア

ン
ケ
ー
ト
の
方
法
を
検
討
し
た

い
。
老
後
の
暮
ら
し
へ
の
不
安
は

長
引
く
景
気
の
低
迷
や
雇
用
の
不

安
、
人
口
減
問
題
、
社
会
保
障
制

度
に
対
す
る
不
信
、
不
安
に
よ
る

も
の
と
感
じ
て
い
る
。
こ
の
調
査

結
果
を
基
に
市
民
の
ニ
ー
ズ
把
握

や
指
標
数
値
の
動
き
か
ら
施
策
の

効
果
な
ど
を
検
証
し
、
そ
の
結
果

を
市
民
に
公
表
し
な
が
ら
総
合
計

画
の
進
行
管
理
、
市
民
満
足
度
の

向
上
を
目
指
し
た
施
策
に
取
り
組

み
た
い
。

　

市
民
の
声
を
行
政
に
反
映
す
る

機
会
と
し
て
、
今
後
も
町
内
会
長

会
議
、
市
政
懇
談
会
、
お
茶
の
間

ト
ー
ク
な
ど
の
機
会
を
増
や
し
た

い
。問

二 

今
年
は
新
留
萌
市
環
境
基

本
計
画
の
策
定
準
備
の
年
で
あ
る

が
、
市
長
の
所
信
表
明
の
中
に
地

球
温
暖
化
防
止
の
取
り
組
み
を
含

め
、
環
境
行
政
に
関
す
る
柱
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
な
い
。
環
境
教
育

の
推
進
や
学
校
で
の
環
境
教
育
が

必
要
だ
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
か
。

答
二 

留
萌
市
の
良
好
な
環
境
を

将
来
に
引
き
継
ぐ
責
任
が
あ
る
と

深
く
認
識
し
て
い
る
。
留
萌
市
環

境
基
本
計
画
策
定
に
向
け
て
は
、

幅
広
く
小
中
学
生
や
一
般
市
民
の

意
識
調
査
を
実
施
し
た
い
。
エ
コ

ス
ク
ー
ル
事
業
の
取
り
組
み
や
各

学
校
が
行
っ
て
い
る
環
境
教
育

に
関
す
る
授
業
内
容
を
分
析
し
、

キ
ッ
ズ
Ｉ
Ｓ
０
１
４
０
０
０
の
内

容
も
参
考
に
し
、
次
年
度
以
降
の

実
施
に
つ
い
て
校
長
会
と
と
も
に

さ
ら
に
調
査
研
究
を
進
め
た
い
。

川
口
　
宏
和
　
議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）

一
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
て

二
、
移
住
・
定
住
策
に
つ
い
て

問
一 

高
齢
者
や
障
が
い
者
が
快

適
に
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
は
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
歩
道
の
整
備

が
必
要
で
あ
る
。

　

平
成
十
八
年
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー

新
法
が
施
行
さ
れ
、
各
自
治
体
で

は
「
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
自

由
に
、
使
い
や
す
く
」
と
い
う
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方

に
基
づ
き
、
全
て
の
歩
行
者
に
対

し
て
優
し
い
道
路
造
り
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
留
萌
市
に
お
け
る
歩

道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
進
捗
状

況
を
伺
い
た
い
。

答
一 

歩
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

は
、
平
成
二
十
五
年
度
末
ま
で
に

早
道
通
り
や
北
八
条
通
り
な
ど
、

路
線
延
長
約
五
千
百
メ
ー
ト
ル
を

実
施
。
今
年
度
は
栄
町
の
道
営
住

宅
前
の
東
岸
通
り
、
建
て
替
え
さ

れ
る
留
萌
小
学
校
前
の
南
十
丁
目

通
り
の
歩
道
整
備
を
進
め
て
い

る
。
歩
道
整
備
で
は
既
存
の
建
物

や
地
形
な
ど
の
制
限
は
あ
る
が
、

今
後
も
実
施
し
て
い
き
た
い
。

問
二 

多
く
の
自
治
体
で
は
、
人

口
減
少
と
い
う
大
き
な
問
題
を
抱

え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
個
人
が

所
有
す
る
居
住
し
て
い
な
い
住
宅

を
賃
貸
、
売
買
し
た
い
と
い
う
空

き
家
所
有
者
に
登
録
し
て
も
ら

い
、
登
録
さ
れ
た
情
報
を
市
が

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
、
市
内

に
移
住
し
た
い
人
を
紹
介
す
る

「
空
き
家
バ
ン
ク
」
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
空
き
家
バ
ン
ク
の
こ
れ

か
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

答
二 

空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い
て

は
、
平
成
二
十
五
年
度
に
加
入
し

た
北
海
道
移
住
促
進
協
議
会
の
今

年
度
の
テ
ー
マ
な
の
で
調
査
研
究

を
進
め
た
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

よ
る
情
報
発
信
は
、
移
住
定
住
希

望
者
に
対
す
る
情
報
提
供
手
段
と

し
て
有
効
で
あ
る
。
効
果
的
な
情

報
発
信
方
法
に
つ
い
て
、
他
市
町

村
の
事
例
な
ど
を
研
究
し
た
い
。

鵜
城
　
雪
子
　
議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）

一
、
人
口
減
対
策
に
お
け
る
子
育

て
環
境
の
取
組

二
、
留
萌
市
温
水
プ
ー
ル
「
ぷ
る

も
」
の
今
後

問
一 

留
萌
市
に
お
け
る
子
ど
も

の
医
療
費
助
成
は
、
他
市
町
村
に

比
べ
る
と
か
な
り
の
差
が
あ
る
。

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
の
ニ
ー
ズ
調
査
で

も
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
拡

充
を
求
め
る
意
見
が
多
か
っ
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
医
療
費
助
成
の
支

▲市民満足度調査

▲整備が進む歩道のバリアフリー化

援
を
厚
く
す
る
考
え
が
な
い
か
伺

い
た
い
。
ま
た
、
要
望
が
多
い
留

守
家
庭
児
童
会
の
時
間
延
長
と
指

導
員
の
体
制
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
改
善
策
を
検
討
し
て
い
る
の

か
伺
い
た
い
。

　

子
ど
も
た
ち
の
身
近
な
公
園
で

あ
る
街
区
公
園
は
、
雑
草
に
覆
わ

れ
、特
に
砂
場
が
大
変
不
衛
生
で
、

荒
れ
放
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
対

策
を
伺
い
た
い
。

答
一 

今
後
と
も
乳
幼
児
医
療
費

助
成
制
度
を
継
続
し
て
い
き
た

い
。

　

庁
内
で
の
協
議
や
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
で
の
議
論
経
過
を
踏
ま

え
、
計
画
に
反
映
さ
せ
た
い
。

　

砂
場
な
ど
の
問
題
を
含
め
、
利

用
者
が
多
い
公
園
か
ら
整
備
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

問
二 

温
水
プ
ー
ル
「
ぷ
る
も
」

の
今
年
度
の
一
部
再
開
方
法
が
適

切
だ
っ
た
の
か
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
七
年
度
の
開

館
に
向
け
て
は
、
市
民
や
学
校
な

ど
の
意
見
を
聞
き
、
開
館
期
間
や

時
間
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。
さ

ら
に
、
財
政
健
全
化
が
終
了
す
る

二
十
八
年
度
の
温
水
プ
ー
ル
「
ぷ

る
も
」
の
全
面
再
開
に
向
け
た
市

長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

答
二 

プ
ー
ル
授
業
に
つ
い
て
校

長
会
・
教
頭
会
か
ら
意
見
を
い
た

だ
き
、
九
月
に
実
施
す
る
学
校
教

育
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ

て
改
善
点
な
ど
を
検
証
す
る
。

　

平
成
二
十
七
年
度
の
開
館
形
態

は
今
年
度
と
同
様
に
す
る
。

　

二
十
八
年
度
の
全
面
再
開
に
向

け
て
は
、
効
果
的
、
持
続
可
能
な

運
営
方
法
や
利
用
料
金
な
ど
に
つ

い
て
検
討
し
、
市
の
財
政
状
況
の

見
込
み
も
勘
案
し
、
庁
内
の
行
財

政
改
革
推
進
本
部
で
判
断
す
る
。

野
崎
　
良
夫
　
議
員

（
無
会
派
）

一
、
危
険
空
き
家
に
つ
い
て

二
、
閉
校
舎
の
利
活
用
に
つ
い
て

問
一 

過
疎
化
、
少
子
・
高
齢
化
、

住
宅
の
供
給
過
剰
と
い
っ
た
複
合

的
な
要
因
で
、
増
え
続
け
る
空
き

家
は
「
防
犯
、
防
災
、
景
観
」
に

さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
積

雪
に
よ
る
倒
壊
の
危
険
な
ど
も
問

題
と
な
り
深
刻
化
し
て
い
る
。

　

市
内
の
危
険
空
き
家
は
九
十
五

件
、
そ
の
内
、
倒
壊
が
十
五
件
、

倒
壊
の
恐
れ
が
六
件
で
あ
り
、
さ

ら
に
増
加
す
る
こ
と
は
必
至
で
あ

る
。
こ
の
状
況
を
ど
う
認
識
し
、

行
政
の
使
命
で
あ
る
、
地
域
の
安

心
、
安
全
を
考
え
る
と
き
に
、
具

体
的
な
対
策
を
ど
う
講
じ
て
い
く

の
か
伺
い
た
い
。

答
一 

危
険
空
き
家
に
つ
い
て

は
、
平
成
二
十
五
年
度
に
十
件
、

二
十
六
年
度
は
四
件
が
解
体
さ
れ

て
い
る
が
、
前
年
同
期
よ
り
も
増

加
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
「
空
家
等
対
策
推
進
に
関
す
る

特
別
措
置
法
」
が
、
次
期
国
会
に

提
出
さ
れ
る
動
き
が
あ
る
の
で
、

法
律
制
定
に
合
わ
せ
て
、
よ
り
実

効
性
の
あ
る
対
策
を
、
条
例
の
制

定
を
含
め
て
、
検
討
し
て
い
く
こ

と
と
す
る
。

問
二 

学
校
施
設
は
市
民
の
共
有

の
財
産
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
廃
校

舎
が
有
効
に
利
活
用
さ
れ
る
よ
う

に
十
分
に
検
討
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
過
で
は
、
平
成

二
十
五
年
度
お
よ
び
二
十
六
年
度

の
二
カ
年
で
学
校
ご
と
の
原
案
を

作
成
し
、
全
庁
的
な
検
討
に
よ
り

方
向
性
を
決
め
て
い
く
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
が
、
現
時
点
で
の
検
討

状
況
お
よ
び
確
定
に
至
る
プ
ロ
セ

ス
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
二 

廃
校
舎
は
市
民
の
共
有
の

財
産
と
し
て
、
有
効
活
用
さ
れ
る

も
の
と
考
え
て
お
り
、
活
用
が
可

能
な
学
校
の
有
無
を
判
断
し
、
利

活
用
の
困
難
な
校
舎
は
、
計
画
的

に
解
体
し
、
土
地
は
公
有
財
産
と

し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
。

　

平
成
二
十
六
年
度
中
に
、
政
策

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
政
策
調
整
会
議

に
よ
り
、
全
庁
的
な
利
活
用
の
検

討
を
し
、
方
向
性
を
出
す
こ
と
と

し
て
い
る
が
、
若
干
、
作
業
は
遅

れ
て
い
る
。

村
山
ゆ
か
り
　
議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）

一
、
留
萌
市
農
林
水
産
業
の
振
興

二
、
地
域
医
療
の
充
実
と
市
立
病

院
経
営

問
一 

農
林
水
産
業
の
振
興
を
総

合
的
、
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め

の
「
留
萌
市
農
林
水
産
業
振
興
基

本
計
画
」
の
目
指
す
姿
と
役
割
、

多
様
な
担
い
手
が
活
躍
す
る
取
り

組
み
と
、
新
た
な
政
策
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。
ま
た
、
四
月
か
ら
施

行
さ
れ
た
留
萌
市
新
規
就
農
者
支

援
事
業
の
成
果
を
伺
い
た
い
。

答
一 

消
費
者
と
生
産
者
を
つ
な

ぐ
豊
か
な
農
林
水
産
業
を
目
指

し
、
農
村
漁
村
の
多
面
的
な
機
能

維
持
を
図
り
、
持
続
可
能
な
産
業

と
し
て
発
展
さ
せ
て
い
く
。

　

就
農
お
よ
び
林
業
、
漁
業
へ
の

就
業
者
の
受
入
対
策
と
担
い
手
育

成
に
努
め
、
留
萌
独
自
の
漁
業
新

規
就
業
者
支
援
制
度
の
創
設
を
検

討
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
の
ブ

ラ
ン
ド
作
り
、
六
次
産
業
化
、
農

商
工
連
携
を
推
進
し
留
萌
な
ら
で

は
を
創
造
す
る
。

  

新
規
就
農
者
支
援
制
度
へ
の
相

談
は
四
件
、
う
ち
一
件
は
現
在
、

集
落
活
性
化
支
援
員
と
し
て
本
格

▲運営方法が問われる温水プール「ぷるも」

▲深刻化する「危険空き家」

▲地域の活力を担う農林水産業
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的
な
農
業
研
修
を
前
提
に
農
業
体

験
を
実
施
し
て
い
る
。

問
二 
市
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
の

進
捗
状
況
と
平
成
二
十
五
年
度
決

算
か
ら
み
る
実
績
評
価
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。
さ
ら
に
、
二
十
五
年

度
の
一
般
会
計
か
ら
病
院
事
業
へ

の
繰
出
金
は
、十
一
億
四
千
万
円
。

　

財
源
支
援
の
現
状
と
各
種
事
業

の
達
成
度
も
か
ん
が
み
、
今
後
を

見
据
え
た
改
革
プ
ラ
ン
の
展
望
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
二 

改
革
プ
ラ
ン
の
着
実
な
実

施
に
よ
り
、
医
師
確
保
、
看
護
師

確
保
な
ど
の
取
り
組
み
が
実
を
結

び
、
診
療
収
益
の
確
保
や
経
費
削

減
に
よ
る
収
支
均
衡
が
図
ら
れ
、

経
営
の
改
善
は
順
調
に
進
ん
で
い

る
。
改
革
プ
ラ
ン
終
了
後
の
展
望

に
つ
い
て
は
、「
新
た
な
公
立
病

院
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
お
よ
び
「
地

域
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
踏
ま
え
、

今
後
、
留
萌
二
次
医
療
圏
で
病
院

が
担
う
べ
き
医
療
に
対
し
て
の
必

要
な
病
床
機
能
を
整
理
し
、
新
た

な
中
長
期
の
経
営
計
画
の
策
定
を

検
討
し
、
安
定
し
た
経
営
の
下

で
、
地
域
医
療
の
一
翼
を
担
っ
て

い
く
。

菅
原
千
鶴
子
　
議
員

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

一
、
心
の
研
修
に
つ
い
て

二
、
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

問
一 

ス
ト
レ
ス
社
会
と
な
っ
て

心
を
痛
め
て
い
る
人
が
増
え
て
い

る
。
精
神
疾
患
を
持
つ
方
と
接
す

る
機
会
が
あ
り
感
じ
た
こ
と
は
家

族
や
本
人
へ
の
助
言
・
支
援
な
ど

を
行
う
市
の
全
職
員
は
、
病
気
に

つ
い
て
の
理
解
が
重
要
だ
と
い
う

こ
と
だ
。
精
神
疾
患
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
、
と
も
に
暮
ら
す
社

会
作
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、

留
萌
市
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
し
て
い
る
の
か
。
冊
子
な
ど
を

作
っ
て
配
布
し
た
り
、
だ
れ
で
も

手
軽
に
各
種
疾
患
に
つ
い
て
の
本

が
読
め
る
よ
う
準
備
し
て
は
ど
う

か
。
そ
し
て
、
職
員
の
研
修
の
機

会
を
増
や
す
べ
き
だ
と
思
う
が
考

え
を
伺
い
た
い
。
ま
た
、
今
後
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
い
た

い
。答

一 

留
萌
市
で
は
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
研
修
に
、
昨
年
も
数
名
参

加
し
て
い
る
。
障
が
い
や
精
神
疾

患
に
対
す
る
理
解
が
必
要
な
こ
と

は
十
分
理
解
し
て
い
る
。
図
書
館

と
相
談
し
、
前
向
き
に
取
り
組
み

た
い
。

問
二 

少
子
化
対
策
は
、
そ
の
マ

チ
の
市
長
が
、
ど
の
政
策
に
力
を

入
れ
て
い
る
か
が
如
実
に
表
れ
て

い
る
。
近
隣
の
深
川
市
で
は
、
先

進
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。
子
ど
も
が
病
気
で
も
仕
事
を

休
む
こ
と
が
難
し
い
保
護
者
が
い

る
実
態
が
あ
る
。
ま
た
、
保
育
時

間
の
延
長
や
留
守
家
庭
児
童
会
の

時
間
延
長
は
働
く
親
に
と
っ
て
欠

か
せ
な
い
も
の
と
考
え
る
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の
結
論

を
得
て
決
ま
る
と
思
う
が
、
留
萌

市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

答
二 

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
で

議
論
い
た
だ
い
て
い
る
十
三
項
目

に
入
っ
て
い
る
。
関
係
団
体
と
も

協
議
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
で
あ
る
。

　

保
育
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
か

ら
、
今
ま
で
の
十
時
間
保
育
か
ら

十
一
時
間
保
育
の
体
制
と
す
る
予

定
で
あ
る
。

　

保
育
時
間
と
連
動
し
て
、
留
守

家
庭
児
童
会
も
協
議
し
て
い
く
。

坂
本
　
　
茂
　
議
員

（
無
会
派
）

一
、
災
害
対
策
に
つ
い
て

二
、
留
萌
に
お
け
る
就
労
先
拡

充
に
つ
い
て

問
一 

留
萌
市
内
に
は
、
北
海
道

が
指
定
し
た
土
砂
災
害
危
険
箇
所

が
百
七
十
四
箇
所
あ
り
、
そ
の
内

十
八
箇
所
は
警
戒
区
域
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。

　

集
中
豪
雨
・
豪
雪
が
珍
し
く
な

く
な
っ
た
今
日
、
危
険
回
避
対
策

の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。
ま
た
、
市
民
の
安
心
と
安
全

を
守
る
た
め
、
危
険
箇
所
に
は
、

そ
の
内
容
や
避
難
誘
導
を
表
示
し

た
立
て
看
板
を
立
て
る
な
ど
し

て
、
日
常
的
に
危
険
を
周
知
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
一 

危
険
箇
所
の
対
策
工
事
は

優
先
順
位
を
つ
け
て
進
め
て
い

る
。
立
て
看
板
に
つ
い
て
は
、
市

民
と
の
対
話
の
中
で
検
討
す
る
。

問
二 

民
間
企
業
を
退
職
し
た
高

齢
者
が
、
健
康
な
身
体
と
技
術
や

資
格
を
生
か
し
、
少
し
の
時
間
で

も
い
い
か
ら
働
こ
う
と
し
て
も
、

現
状
は
極
め
て
厳
し
く
、
結
果
と

し
て
、
住
み
慣
れ
た
留
萌
を
出
ざ

る
を
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
老
若

男
女
を
問
わ
ず
働
き
先
を
創
設
す

る
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
中
に
あ
っ

て
、
留
萌
市
高
齢
者
事
業
団
の
活

動
は
ま
す
ま
す
重
要
さ
を
増
し
て

い
る
。
し
か
し
、
事
業
団
は
平
成

二
十
年
以
降
、
市
か
ら
の
補
助
が

無
く
な
り
、
財
政
的
に
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。

　

具
体
的
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
思
う
が
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
伺
い
た
い
。

答
二 

雇
用
政
策
は
行
政
に
と
っ

て
一
番
重
要
な
課
題
と
受
け
と
め

て
い
る
。
地
域
の
経
済
の
中
で
交

流
人
口
を
増
や
し
、
観
光
産
業
の

中
か
ら
雇
用
を
創
造
す
る
。
ま

た
、
地
場
に
お
け
る
新
た
な
物
づ

く
り
の
中
で
雇
用
関
係
を
整
え
て

い
く
。

　

さ
ら
に
は
、
将
来
を
見
据
え
た

雇
用
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
若
い
世

代
の
人
材
育
成
の
支
援
策
に
つ
い

て
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

留
萌
市
高
齢
者
事
業
団
の
厳
し

さ
は
承
知
し
て
い
る
。
議
論
の
中

で
よ
く
考
え
、
積
極
的
な
支
援
を

し
て
い
き
た
い
。

▲住之江児童センターで勉強する子どもたち

▲活動の重要さを増す留萌市高齢者事業団

第
一
常
任
委
員
会
報
告

除
雪
対
策
の
調
査
研
究

　

第
二
回
定
例
会
後
の
六
月
二
十
七
日
、
所

管
の
都
市
環
境
部
と
と
も
に
、
除
雪
対
策
に

つ
い
て
調
査
研
究
を
行
っ
た
。

　

平
成
二
十
四
年
度
の
大
雪
の
経
験
か
ら
、

二
十
五
年
度
の
除
雪
の
状
況
、
市
民
の
苦
情

な
ど
に
つ
い
て
、そ
の
実
態
を
把
握
し
た
。

　

積
雪
量
は
大
雪
の
二
十
四
年
に
比
べ
て

百
四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
少
な
く
、
市
民
か

ら
の
苦
情
な
ど
は
、
前
年
の
三
分
の
一
の
約

五
百
件
に
減
少
し
た
。苦
情
の
内
容
も
従
来

の
除
雪
の
不
良
に
関
す
る
苦
情
は
減
少
し
、

除
排
雪
の
日
程
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
が
多
く

な
っ
て
い
た
。調
査
結
果
を
受
け
、除
雪
の
技

術
が
苦
情
に
影
響
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
業

者
の
指
導
も
含
め
て
除
雪
技
術
向
上
の
た
め

の
施
策
も
必
要
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
二
十
六
度
は
除
雪
経
費
が
四
億
円

を
超
え
る
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

　

労
務
単
価
や
経
費
率
の
変
更
、
消
費
税
・

燃
料
の
高
騰
な
ど
理
解
で
き
る
が
、
市
街
地

近
郊
の
雪
捨
て
場
の
確
保
な
ど
経
費
節
減
の

努
力
も
必
要
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

所
管
の
都
市
環
境
部
で
は
、
除
排
雪
委
託

業
者
と
の
連
携
や
指
導
、
直
営
班
の
効
率
的

な
運
用
を
通
じ
て
、
市
民
が
快
適
な
冬
を
過

ご
せ
る
よ
う
に
、
さ
ら
に
努
力
す
る
と
の
回

答
を
得
た
。常
任
委
員
会
と
し
て
も
、除
排
雪

の
良
否
が
市
民
生
活
に
重
大
な
影
響
を
与
え

る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
継
続
し
て
除
排
雪
対

策
に
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
た
。

六
次
産
業
化
乾
燥
加
工
施
設
の
視
察

　

九
月
二
十
五
日
、
旧
幌
糠
中
学
校
で
進
め

て
い
る
農
産
物
処
理
加
工
施
設
工
事
の
完
成

に
伴
い
、現
地
視
察
を
行
い
、今
後
の
農
産
物

加
工
品「
て
ぎ
り
干
し
大
根
」の
作
成
に
つ
い

て
所
管
の
農
林
水
産
課
か
ら
報
告
を
受
け

た
。

　

こ
の
事
業
は
、
約
二
千
七
百
万
円
の
予
算

を
投
入
し
、
減
圧
低
温
乾
燥
機
二
台
を
購
入

す
る
ほ
か
冷
蔵
庫
・
殺
菌
庫
な
ど
の
付
帯
備

品
を
整
備
し
て
、十
月
か
ら｢

て
ぎ
り
干
し
大

根｣

の
生
産
を
開
始
す
る
。旧
幌
糠
中
学
校
を

改
修
し
、
真
新
し
い
機
材
で
整
備
し
た
加
工

ラ
イ
ン
で
は
、
連
携
す
る
市
内
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
利
用
者
の
方
が
真
剣
に

試
験
製
造
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

　

農
産
品
の
六
次
産
業
化
を
目
的
と
す
る
こ

の
事
業
の
成
否
は
、
留
萌
市
に
と
っ
て
も
重

要
で
あ
り
、
常
任
委
員
会
と
し
て
今
後
も
注

視
し
て
い
く
。

各常任委員会からの報告

第
二
常
任
委
員
会
報
告

改
築
中
の
留
萌
小
学
校
を
視
察

　

九
月
二
十
五
日
、
改
築
中
の
留
萌
小
学

校
の
現
地
視
察
を
行
っ
た
。

　

工
期
は
、
十
月
三
十
一
日
（
外
構
整
備

工
事
は
十
一
月
末
）
ま
で
で
、
工
事
進
捗

率
は
八
十
八
・
三
％
。
現
在
は
内
部
仕
上
げ

中
で
あ
る
。

　

特
徴
は
、
校
舎
を
ロ
の
字
に
配
置
、
中

庭
を
配
し
、
児
童
が
安
心
し
て
憩
え
る
空

間
を
確
保
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
普
通
教
室
は
全
て
南
側
に
窓
を

備
え
、
採
光
を
考
慮
し
た
造
り
で
あ
る
。

　

教
室
の
廊
下
側
は
、
全
て
強
化
ガ
ラ
ス

で
廊
下
か
ら
も
児
童
の
様
子
が
伺
え
る
。

さ
ら
に
新
耐
震
基
準
を
備
え
た
災
害
に
強

い
設
計
で
震
度
六
強
に
も
耐
え
ら
れ
る
と

い
う
。

　

災
害
発
生
時
に
は
、
避
難
所
と
し
て
の

機
能
を
持
つ
屋
内
体
育
館
は
、
木
目
の
ス

テ
ー
ジ
と
壁
が
、
温
か
み
を
感
じ
る
素
晴

ら
し
い
空
間
で
、
体
育
館
の
近
く
に
家
庭

科
室
を
設
置
し
、
災
害
時
の
非
常
食
な
ど

の
調
理
が
可
能
と
の
こ
と
。

　

特
別
支
援
教
室
や
こ
と
ば
の
教
室

は
、
個
室
と
し
て
使
用
で
き
る
ほ
か
、

シ
ャ
ワ
ー
や
水
回
り
設
備
も
あ
り
、
高

齢
者
や
要
援
護
者
に
優
し
い
機
能
を
発

揮
で
き
る
と
い
う
。
延
べ
床
面
積
計

四
千
九
百
九
十
四
平
方
メ
ー
ト
ル
。
子
ど

も
た
ち
が
新
校
舎
で
学
ぶ
の
は
冬
休
み
明

け
の
三
学
期
か
ら
と
な
る
。

住
之
江
児
童
セ
ン
タ
ー
を
視
察

　

留
萌
市
に
は
六
箇
所
の
児
童
セ
ン
タ
ー

（
千
鳥
・
沖
見
・
春
日
・
住
之
江
・
寿
・
潮
静
）

が
あ
り
、
こ
こ
数
年
、
少
子
化
に
も
関
わ

ら
ず
、
留
守
家
庭
児
童
会
を
含
め
た
利
用

者
が
増
加
傾
向
だ
と
い
う
。

　

九
月
二
十
五
日
、
登
録
定
員
五
十
人
に

対
し
て
、
六
十
人
近
い
利
用
が
あ
る
東
光

小
学
校
区
の
住
之
江
児
童
セ
ン
タ
ー
を
視

察
し
た
。

　

ホ
ー
ル
な
ど
で
一
輪
車
遊
び
や
家
庭
学

習
を
す
る
児
童
た
ち
が
放
課
後
の
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
新
し
い
子
育
て
支
援
制
度
で

は
、
一
施
設
の
定
員
は
四
十
人
と
さ
れ
て

い
る
た
め
、
今
後
は
、
留
守
家
庭
児
童
会

の
分
割
化
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
ず
、
東

光
小
学
校
の
耐
震
改
修
時
に
伴
い
、
余
裕

教
室
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
た
検
討
を
行

い
た
い
と
の
説
明
を
受
け
た
。

▲期待される農産品の六次産業化

▲木目のステージと壁が特徴の体育館



留 萌 市 議 会 だ よ り

1415 ０１６４・４２・１９０７（直通）
E-mail: rumoishigikai@basil.ocn.ne.jp

０１６４・４３・６７００

　去る９月２日に開会した第３回定例会において、議
会活性化推進特別委員会に付託した調査研究項目につ
いて、報告を受けました。
　３年間にわたる真摯な議論を経て、全ての項目につ
いて結論を導き出していただいたことに敬意を表する
とともに、感謝を申し上げます。
　活性化推進事業については、実施可能なものはすで
に実施されていること、いままで実施したことがない
大掛かりな市民アンケートや各地の研修会、視察、市
民公開講座など、さまざまな視点から議論をしていた
だいたこと、そしてなによりも、その成果の一つとし
て留萌市議会基本条例を制定したことは留萌市議会に
とって意義深く、二元代表制に基づいた、今まで以上
に「開かれた議会、わかりやすい議会」への新たなス
テージへの第一歩だと思います。
　この度の報告は議会内部の事務的な先例、慣例の見
直しや不足分の明文化を含めて議会内外に及ぶもので

あり、とりわけ議会基本条例における議会への市民参
加という視点で始める市民意見交換会と議会報告会を
兼ねた「市民と議会の意見交換会」は市民と議会の距
離を縮める絶好の機会になると期待しています。
　また、議会から市民に向けての情報発信の質、量の
重要性、さらには説明責任の強化など、広報・広聴機
能の充実や議員の政治倫理や災害時の危機管理など新
たな分野にもルール化、明文化を実施していただきま
した。
　この議会基本条例により、さまざまな項目への方向
性が決まりました。議会としての責任の重さとやりが
いを感じる報告だと受け止めています。
　全員が参加した特別委員会の結論という議論経過も
踏まえて、今後の議会活動に多くの指針を示してくれ
たものであり、議会として常に検証を加えながら、しっ
かり実践していくことでこの報告に応えたいと思って
います。

議会活性化推進特別委員会の報告を受けて 留萌市議会議長　小野　敏雄

　【認　定】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・平成25年度留萌市各会計歳入歳出決算の認定について　　　ほか２件 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 認　　定
　【報　告】
・平成25年度留萌市の健全化判断比率の報告について　　　　ほか６件 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 　　了　
　【議　案】
・平成26年度留萌市一般会計補正予算（第４号） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原案可決
・平成26年度留萌市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原案可決
・平成26年度留萌市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原案可決
・平成26年度留萌市水道事業会計補正予算（第３号） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原案可決
・留萌市教育委員会委員の任命について‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 同　　意
　【意見書案】
・「手話言語法」制定を求める意見書　　　　　　　　　　  　 ほか６件 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原案可決

　平成26年第３回定例会は、２日から15日間の会期で開催され、認定３件、報告７件、議案５件、
意見書案７件について審議しました。

こんなことが決まりました
第３回定例会　９月２日～16日

　10月３日に平成26年留萌消防組合議会第２回臨
時会が開催され、会期を決定後、消防長から「平
成26年留萌消防組合補正予算（第２号）について」
として、消防費の款で留萌・小平両消防署の消防施
設費を減額補正し、消防庁舎改築工事の債務負担行
為についても追加補正をし、全ての議案を可決した。
　また、臨時会開会前に開催された平成26年第４
回留萌消防組合議会全員協議会では、報告事項とし
て、「災害出動中に発生した消防車両の事故につい
て」報告があったほか、消防庁舎建設に係る進捗状
況について、消防救急デジタル無線整備に係る進捗
状況の情報提供を受け、共通認識を持った。
　庁舎の建設・デジタル化は、市民の皆さんの安心
安全を守る常備消防の要となる事柄であるため、今
後も議会としてしっかりと対応していく。

　９月１日に留萌南部衛生組合議会（留萌市・増毛
町・小平町）の第２回定例会が開催され、平成25
年度決算審査を行い認定された。
　平成26年８月25日に小平町にある生ごみ処理施
設の視察を行った。異臭・悪臭について報告を受け
ていた議員は待ちかねていた現地視察ということも
あり、維持管理業者と組合からの説明を熱心に聞
き、今後の課題などについて意見を出し合った。
　今後、水分含有率に合わせ適正におがくずなどの
補充を行い、早急に
善処するように求め
た。これからも引き
続き、環境への配慮
の状況なども注視し
ていきたい。　　　　▲小平町にある生ごみ処理施設

　市議会議員16人が２班に分かれ、右記の日程
で市民の皆さんと「市民と議会の意見交換会」を
開きます。当日の意見交換会は１時間30分程度
を予定し、意見交換会のほかに、各常任委員会お
よび議会運営委員会から経過報告、決算審査特別
委員会から審査報告をそれぞれ行います。
　また、資料を用意しておりますので、直接会場
へお越しください。

※各開催会場では、託児室を用意しています。託児をご希望の方は、各開催日の前日までに
議会事務局 ☎42-1907までご連絡ください。（土日、祝日除く）

多くの皆さんのご来場をお待ちしています

留萌消防組合議会報告 留萌南部衛生組合議会報告

「市民と議会の意見交換会」のご案内

委
員
長　

菅
原
千
鶴
子

副
委
員
長　

鵜
城　

雪
子

委　
　

員　

燕　
　

昌
克

委　
　

員　

川
口　

宏
和

委　
　

員　

天
谷　

孝
行

　

現
在
の
広
報
特
別
委
員
会
に

な
っ
て
か
ら
、
多
く
の
取
り
組

み
を
試
み
て
き
ま
し
た
が
、
議

会
活
性
化
の
一
翼
を
担
う
広
報

公
聴
機
能
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

市
民
周
知
の
難
し
さ
を
痛
感
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
市
議
会
議
員
定
数
に

つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や

議
員
の
出
欠
状
況
な
ど
を
広
報

に
掲
載
す
る
こ
と
で
、
多
く
の

方
に
読
ん
で
い
た
だ
く
き
っ
か

け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

留
萌
市
議
会
で
は
、
政
務
活

動
費
が
な
く
な
っ
て
か
ら
議
員

個
々
の
活
動
状
況
が
伝
え
づ
ら

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
周
知
方
法
を
模

索
し
、
新
た
な
試
み
に
挑
戦
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
向
け
た

情
報
提
供
媒
体
と
な
る
よ
う
活

動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
広
報

特
別
委
員
会
か
　
　
ら

あなたの声をお聴かせください

■平成26年度の除排雪について
■温水プール「ぷるも」について

開催日 時　間 会　場

11月10日㈪

18：30
～20：00

東部コミュニティセンター
幌糠コミュニティセンター

11月11日㈫
港南コミュニティセンター
港西コミュニティセンター

11月14日㈮
港北コミュニティセンター
港東コミュニティセンター

テーマ 参加申込は
不要です！


